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お し ら せ お し ら せ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
む

　
　
〜
伯
耆
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
〜

劇
団
「
ほ
う
き
星
」
初
公
演

　
〜
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
の
森
の
狼
た
ち
の
ク
リ
ス
マ
ス
〜

▲会議の様子
▲マス釣り大会（大成池）

▲通行中のドライバーに交通安全を呼びかけました

▲昔ながらの手植えを体験しました

▲力いっぱいスマッシュ！

▲鬼の館で音楽劇を初公演

　
四
月
二
十
六
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
区

長
協
議
会
並
び
に
部
落
代
表
者
合
同
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
会
議
で
は
、
本
年
度
の
予
算
と
事
業
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
四
月
二
十
九
日
、
伯
耆
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
町
民
岸
本
体
育
館
と
岸
本
中
学
校
体
育

館
の
二
会
場
で
二
九
チ
ー
ム
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

優
　
勝
　
ハ
ッ
ス
ル
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　
　
　
　
（
伯
耆
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
）

準
優
勝
　
溝
口
四
組

　
　
　
　（
溝
口
一
、溝
口
二
、溝
口
三
、溝
口
文
教
）

第
三
位
　
役
場
（
伯
耆
町
役
場
）

第
三
位
　
ミ
ラ
ク
ル
大
寺
（
大
寺
）

　
　
四
月
十
五
日
、
劇
団
ほ
う
き
星
に
よ
る
音
楽
劇

「
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
の
森
の
狼
た
ち
の
ク
リ
ス
マ
ス
」

が
鬼
の
館
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
劇
団
「
ほ
う
き
星
」
は
、
町
民
有
志
で
結
成
さ
れ

た
劇
団
。
今
回
の
音
楽
劇
は
、
深
い
森
の
中
に
迷
い

込
ん
だ
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
、
怖
い
魔
法
使
い
、
間
抜

け
な
森
番
な
ど
に
よ
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ち
ょ
っ

と
不
思
議
な
夢
の
中
の
物
語
で
す
。

　
当
日
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
熱
の
入

っ
た
演
技
に
観
客
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
守
ろ
う
交
通
ル
ー
ル

　
　
〜
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施
〜

昔
な
が
ら
の
手
植
え
で
田
植
え
を
体
験

　
　
〜
八
郷
小
学
校
児
童
が
田
植
え
体
験
〜

　
五
月
十
一
日
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
始
ま

り
、
同
日
、
根
雨
原
で
伯
耆
町
・
江
府
町
合
同
に
よ

る
交
通
安
全
街
頭
広
報
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
、
黒
坂
警
察
署
及
び
各
関
係
機
関
・
団
体
の

協
力
の
も
と
、
国
道
一
八
一
号
の
待
避
所
で
通
行
中

の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
り
交
通
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
の
遵
守
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
は
十
日
間
で
す
が
、

期
間
が
終
わ
っ
て
も
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
、
交
通
事
故
を
お
こ

さ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

菜
の
花
に
か
こ
ま
れ
て
春
の
大
山
を
満
喫

　
　
〜
大
山
菜
の
花
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜

　
五
月
五
日
、
菜
の
花
ロ
ー
ド
（
須
村
―
丸
山
間
）

で
大
山
菜
の
花
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
大
成
池
周
辺
で
は
大
成
池
ふ
れ
あ
い
祭
り
が
開
催

さ
れ
、
マ
ス
釣
り
大
会
や
丸
太
切
り
競
争
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
な
ど
親
子
で
触
れ
合
う
沢
山
の
催
し
が
開
か

れ
県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
大
成
池
か
ら
菜
の
花
満
開
の
「
交
流
の
森
」
、

菜
の
花
ロ
ー
ド
を
歩
く
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
も
開
催
さ

れ
約
四
十
人
の
親
子
連
れ
が
参
加
し
、
自
然
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
型
連
休
の
間
、
大
山
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ

ス
で
菜
の
花
ク
ッ
キ
ー
な
ど
を
販
売
。
植
田
正
治
写

真
美
術
館
で
は
、
菜
の
花
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
が
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
五
月
十
一
日
、
八
郷
小
学
校
の
三
年
生
と
五
年
生

の
児
童
が
清
山
集
落
の
水
田
で
昔
な
が
ら
の
手
植
え

作
業
に
よ
る
田
植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
今
回
行
わ
れ
た
田
植
え
体
験
は
、
農
業
を
通
し
て

児
童
と
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
清
山
集
落
の
住
民
の

呼
び
か
け
に
よ
り
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。
　

　
児
童
た
ち
は
集
落
の
老
人
会
や
女
性
会
の
指
導
の

下
、
田
ん
ぼ
に
張
ら
れ
た
糸
に
沿
っ
て
丁
寧
に
も
ち

米
の
苗
を
植
え
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
田
植
え
が
終
わ
る
と
女
性
会
が
準

備
さ
れ
た
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
を
食
べ
ま
し
た
。
児
童

は
地
元
で
と
れ
た
お
米
を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
を
口
い

っ
ぱ
い
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

区
長
協
議
会
並
び
に
部
落
代
表
者
合
同
会
議


